テーマ：「EMCの最新動向と展望」
【主催】電子情報通信学会 環境電磁工学研究専門委員会（EMCJ）
【期日】2012年11月1日（木）～2日（金）
【会場】ホテル双葉（新潟県南魚沼郡湯沢町大字湯沢419　　Tel: 025-784-3357
【講演】テーマ：EMCの最新動向と展望
　　　第1日目（11月1日（木）　13：00～17：00）

　　　　基調講演
　　　　　電波行政におけるEMCへの取組みについて
　　　　　　　　　丹代　武 氏（総務省）
　　　　セッション１：無線技術の進展と生体電磁環境
　　　　　① ばく露評価法の標準化動向　　大西 輝夫 氏（NTTドコモ）
　　　　　② ワイヤレス給電と生体電磁環境　　和氣 加奈子 氏（NICT）
　　　　　③ 植込み型ペースメーカー等との両立性　　豊島 健 氏（USCIホールディングス）
　　　　　パネル討論
　　　　　　多氣 昌生 先生（首都大学東京；コーディネータ）
　　　　　　大西 輝夫 氏（NTTドコモ）
　　　　　　和氣 加奈子 氏（NICT）
　　　　　　豊島 健 氏（USCIホールディングス）
　　　第2日目（11月2日（金）　9：05-15：00）

　　　　特別講演
　　　　　アナログ技術で日本の製造業に活力を！
　　　　　　　　　上 芳夫 先生（電気通信大学名誉教授）
　　　　セッション２：放電ノイズにEMCのメスを入れる
　　　　　① 放電に伴う広帯域電磁ノイズの脅威　　川又 憲 先生（八戸工業大学）
　　　　　② 放電インパルス性ノイズのタイムドメイン測定法　　石上 忍 氏（NICT）
　　　　　③ ESDイミュニティ試験とその課題　　石田 武志 氏（ノイズ研）
　　　　セッション３：EMC標準化について
　　　　　① CISPR 32とCISPR 35の動向　　千代島 敏夫 氏（PFUテクノコンサル）
　　　　　② 自動車の充電規制動向（仮題）　　野島 昭彦 氏（トヨタ自動車）
　　　　　③ ANSI C63.4-2009放射妨害波のGHz超測定におけるBore Sighting Methodとその簡略化に関する検討　　峯松 育弥 氏（KEC）
